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 「こころの問診票」（緒方・小川内，2013a）は、2013年度より日本学校心理士会熊本支部で開発してきた心

理教育的アセスメントのツール（チェックリスト）である。子どもの心理状態を個人票によって見える化する

ことや学校現場の教師が子どもの心の状況を理解する視点を持つこと、対応につなげやすくすることなどを主

な目的としている（緒方，2019）。この問診票は、筆者が勤務する九州ルーテル学院大学と学校心理士会熊本支

部、そして熊本県内複数の教育委員会との連携により児童生徒への実践を続けている。こうした連携において

得られたデータを基に、児童生徒の状況を分析することも本研究のねらいである。今回は、特に不登校と直結

する「登校意欲」について焦点を当て、登校意欲を低下させる様々な心理要因を分析することを目的とする。 

 

 

Ⅰ．問題と目的 

 

 「こころの問診票」（緒方・小川内，2013a）は、

心理教育的アセスメントのツール（チェックリスト）

であり、14の内容項目（60の質問）により、児童生

徒の心理状態を多面的に理解するための質問紙であ

る。現時点（2020年度）で熊本県内の２教育委員会

との連携・協力を得て、小学校37校、中学校22校、

さらに学校心理士会熊本支部会員により２高等学校

において活用されている。今後、導入予定の教育委

員会もあり、実施方法もマークシートやタブレット

による入力が可能になったため、その利用は年々拡

大している。 

 また、我々学校をサポートする立場としては、心

の問診票の見方や児童生徒を理解する様々な視点な

ど心理教育的アセスメントのあり方や、苦戦する児

童生徒への対応のあり方等について、教育委員会主

催の研修会や校内研修会、「こころの問診票」の結果

をフィードバックする機会などを通して提案をした

り、学校現場の状況や要望などの情報共有を図った

りしてきた。 

 本問診票は、児童生徒の心の状態を尺度として測

定するのではなく、あくまでも問診票として児童生

徒の困り感を理解しようとするためのものである。

また、学校現場の教師が、児童生徒の困り感をどの

ように理解し、どのように対応するかを分かりやす

くするため、児童生徒の心理状況を可視化するとと

もに、いじめや不登校、家庭における虐待、自殺な

どの可能性を複数の質問項目から割り出し、個人票

の所見欄に明示するようにしている。そして、その

内容は、学校の教職員、学校をサポートする心理や

福祉の専門家（スクールカウンセラーやスクールソ

ーシャルワーカー等）、そして医療の専門家が共有し

やすいのも、本問診票の特色である（緒方，2019）。 

 本研究は、「こころの問診票」の実践状況の報告や

実践のあり方の追究、そして得られたデータを基に

問診票の改善を行い、児童生徒の実態を分析するこ

とを目的とし、継続的に取り組んでいく。特に今回
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は、最も大きな教育現場の課題である不登校に焦点

を当て、児童生徒の登校意欲低下がどのような要因

と関係しているのかを分析し、不登校に繋がる要因

について追究することを目的とする。 

 

 

Ⅱ．方法 

 

 研究を進めるに当たっては、教育委員会と連携を

図りながら不登校の児童生徒のデータを共有し分析

することが最も効果的ではあるが、問診票の項目に、

登校意欲についての質問があるので、これを生かし

ながら他の要因との関係を分析する方法をとる。 

 

１ 分析を行うデータについて 

 2019年度より、筆者（緒方）が勤務する九州ルー

テル学院大学と包括連携協定を結んでいるK市にお

いて2019年６月から７月にかけて実施したデータに

よる。K市の全小中学校（小学校10校、中学校５校）

にマークシートで実施し、小学校３年生から中学校

３年生までの合計2541名（男子1272名，女子1269名）

の有効なデータが得られた。 

 

２ 分析の方法 

 登校の意欲に関する質問項目「学校に行く気にな

れない」（５非常に良くあてはまるから１全くあては

まらないまでの５段階で回答）を「登校意欲低下」

ととらえ、登校意欲低下を従属変数とし、相関分析

および重回帰分析を行った。 

 

 

Ⅲ．結果 

 

【予備的分析】登校意欲低下における学年差および

性差 

 学校種ごとに、登校意欲低下における学年・性差

の有意差の有無を確認するものである。 

 表１に示すとおり、小学校３年生から中学３年生

について、登校意欲低下の得点を用いてA：学年、B：

性を要因とする２要因分散分析を行った。その結果、

学年はF (6,2527)=2.07，p =.05であり、学年による

主効果は0.10％水準で有意傾向が認められたが、性

差はF (6,2527)=0.10，p =.75であり、性の主効果は

認められなかった。この結果から、以後の分析は学

年差および性差を考慮せずに行うこととする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 登校意欲低下と他項目の相関関係 

 ここでは「登校意欲低下」と「こころの問診票」

における内容項目全体との相関を確認した。その結

果、特に有意な相関が認められた①「心の健康」、②

「性格傾向」、③「行動の特性」、④「学習」の４項

目について結果を記す。 

 

 (1) 「心の健康状態」と登校意欲低下 

 こころの問診票では、「心の健康状態」を1）抑う

つ、2）心の外傷、3）自己肯定感の３項目にまとめ

ている。心の健康状態との相関分析結果を表２に示

す。３項目それぞれにおける「登校意欲低下」との

関係においては、いずれも１％水準で有意な中程度

の正の相関が認められた。 

 

 

 

 

  

 

 

 

表１ 登校意欲低下における学年×性差の平均値および

分散分析結果（F値） 

表２ 「心の健康」と登校意欲低下との相関係数（r） 



  こころの問診票の実践と分析 73 

 (2) 「性格傾向」と登校意欲低下 

 こころの問診票では1)規範、2)他者受容、3)見通

し、4）自由、5）傷つき、6）情操の６項目を「性格

傾向」としてまとめている。そこで性格傾向との相

関分析結果を表３に示す。６項目それぞれにおける

「登校意欲低下」との関係は、「規範」、「他者受容」、

「見通し」、「自由」、「情操」においてはいずれも１％

水準で有意な弱い負の相関が示され、「傷つき」にお

いては１％水準で有意な弱い正の相関が示された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (3) 「行動特性」と登校意欲低下 

 こころの問診票では1)注意多動、2)自閉、3)素行、

4）反抗の４項目を「行動特性」としてまとめている。

そこで行動特性との相関分析結果を表４に示す。４

項目それぞれにおける「登校意欲低下」との関係は、

「規範」、「自閉」、「素行」、「反抗」においてはいず

れも１％水準で有意な中程度の正の相関が示された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (4) 「学習」と登校意欲低下 

 こころの問診票では1）計算、2）書き、3）読み、

4)学習全般の４項目を「学習」としてまとめている。

そこで学習との相関分析結果を表５に示す。４項目

それぞれにおける「登校意欲低下」との関係は、「計

算」、「書き」、「読み」においては１％水準で有意な

弱い負の相関が示され、「学習全般」においては、１％

水準で有意な中程度の正の相関が示された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．各項目が登校意欲低下に与える影響度の検討 

 次に、「心の健康状態」、「性格傾向」、「行動特性」、

「学習」の各項目を説明変数に、登校意欲低下を目

的変数として強制投入法による重回帰分析を行った。

その結果をもとにパス図を作成した（図１～図４）。

決定係数R 2と有意な標準偏回帰係数（正の影響は実

線で、負の影響は点線）の値を図の中に示した。 

 

 (1) 「心の健康状態」と登校意欲低下 

 「心の健康状態」の構成項目である「抑うつ」、「外

傷」（心の傷）、「自己肯定感」はいずれも登校意欲低

下に対して１％水準で有意な標準偏回帰係数（β）

が得られている（抑うつ：VIF=1.60，外傷：VIF=1.36，

自己肯定感：VIF=1.45）。説明率を示すR 2値は20％

を超えており、登校意欲低下に対し一定の影響度を

持つことが確認された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (2) 「性格傾向」と登校意欲低下 

 有意な結果が示された「規範」、「見通し」、「自由」、

「情操」は、「規範意識のある行動」、や「見通しを

持った計画的な行動」、「自由な表現や好奇心」、「価

値の高いものや立派な行動への感動」などの内容で

あり、自身の性格傾向を肯定的に捉えている質問項

目であると言える。これらの項目は登校意欲低下に

対し、負の標準偏回帰係数（β）が１％水準で有意

であった（規範：VIF=1.53，見通し：VIF=1.59，自

由：VIF=1.35，傷つき：VIF=1.20，情操：VIF=1.42）。

表３ 「性格傾向」と登校意欲低下との相関係数（r） 

表４ 「行動特性」と登校意欲低下との相関係数（r） 

表５ 「学習」と登校意欲低下との相関係数（r） 

図１ 「心の健康状態」と登校意欲低下との重回帰分析

結果 
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一方、「傷つき」は「傷つきやすく、つい考えすぎる」

という内容であり、登校意欲低下に対し、正の標準

偏回帰係数（β）が１％水準で有意であった（傷つ

き：VIF=1.20）。R 2値は12％であり、強くはないが

一定の影響度を持つことが示された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (3) 「行動特性」と登校意欲低下 

「行動特性」の構成項目である４項目すべてにおい

て１％水準で有意な正の標準偏回帰係数（β）が得

られており、特に「友達の目を見て会話するのが苦

手である」という内容の「自閉」はこれらの中でも

強い影響度を持つことが示された（注意多動：

VIF=1.78，自閉：VIF=1.46，素行：VIF=1.68，反

抗：VIF=1.54）。R 2値は25％であり、登校意欲低下

に対し、一定の影響度を持つことが明らかになった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (4) 「学習」と登校意欲低下 

 「読み」を除く３項目については、登校意欲低下

に対し１％水準で有意な標準偏回帰係数（β）が得

られた（計算：VIF=1.40，書き：VIF=1.39，学習全

般：VIF=1.59）。特に「授業がよくわからない」とい

う内容である「学習全般」は、ほかの項目よりも登

校意欲低下に対し、高い影響度を持つことが示され

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ．考察 

 

 本稿では、登校意欲に関する質問項目「学校に行

く気になれない」を「登校意欲低下」として分析を

行った。分析に当たっては、学年および性差との関

係も確認すべきであるが、予備的分析において両者

との有意な関係は認められなかったので、学年差お

よび性差を考慮せずに分析を進めた。 

 

１．登校意欲低下と他項目との相関関係および影響

度 

 「こころの問診票」は14の内容項目、合計60の質

問項目で構成されているが（緒方・小川内，2013a・

2013b）、「登校意欲低下」とすべての内容項目との相

関を確認した結果、有意な相関が認められた①「心

の健康」、②「性格傾向」、③「行動の特性」、④「学

習」の４項目について分析を行った。 

 

 (1) 「心の健康状態」と登校意欲低下 

 「心の健康状態」は「抑うつ」、「外傷」（心の傷）、

「自己肯定感」の３つの項目から構成されており、

この３項目それぞれに登校意欲低下との正の相関

（１％水準で中程度の相関）が認められた。また、

重回帰分析では３つの項目すべてが登校意欲低下に

影響することが示され、係数の大きさから、特に「抑

うつ」が高いものほど登校意欲が低下することが明

らかになった。 

 「抑うつ」については、心理的なエネルギーが低

下している状況であり、これが登校意欲低下に影響

を及ぼしていることは十分に考えられる。「外傷」に

ついては、その出来事が学校で生じていることであ

れば勿論登校意欲低下に繋がるものであるし、家庭

図２ 「性格傾向」と登校意欲低下との重回帰分析結果 

図３ 「行動特性」と登校意欲低下との重回帰分析結果 

図４ 「学習」と登校意欲低下との重回帰分析結果 
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等で生じている「外傷」（虐待等）においても、それ

が「抑うつ」を伴うものであれば登校意欲に影響を

及ぼすことは十分に考えられる。「自己肯定感」にお

いても同様の結果が示されたが、「抑うつ」の状況に

おいて「自己肯定感」が低下することは、「自己肯定

感」に関する内容がベックの抑うつ尺度（BDI-Ⅱ;

小嶋・古川，2003）やZung（1965）の自己評価式抑

うつ尺度であるSDS（Self-rating Depression Scale）

にも含まれていることからも妥当な結果であるとい

える。実際に「抑うつ」と「自己肯定感」の間には

強い相関が認められていることからも登校意欲は心

の健康状態、つまり精神的健康と連動して低下する

ことが考えられる。こうしたことから登校意欲低下

にも関係が認められたのであろう。 

 

 (2) 「性格傾向」と登校意欲低下 

 こころの問診票では「性格傾向」を1）「規範」、2）

「他者受容」、3）「見通し」、4）「自由」、5）「傷つき」

（傷つきやすさ）、6）「情操」の６項目から構成され

ており、この６項目それぞれに１％水準の有意な弱

い相関が認められた。「傷つき」についてはネガティ

ブな項目であり登校意欲との正の相関、それ以外の

５項目はポジティブな項目であるので、負の相関が

示されたと考えられる。重回帰分析では、「他者受容」

を除くすべての項目で有意な標準偏回帰係数が得ら

れている。中でも、「傷つき」は登校意欲低下に与え

る影響度が最も高いことが示された。このことは、

傷つきやすい傾向を持つ者はネガティブな出来事に

遭遇した際、学校への不適応を起こしやすいことを

示唆した結果である。 

 性格傾向は、心の健康状態のように変化していく

ものではないため、「規範」「他者受容」「見通し」「自

由」「情操」が低く、「傷つきやすさ」が高い傾向持

つ児童生徒には、登校意欲低下を引き起こす基盤に

なると考えられる。 

 

 (3) 「行動の特性」と登校意欲低下 

 「行動の特性」は「注意多動」、「自閉」、「素行」、

「反抗」の４項目で構成されている。「注意多動」は

ADHDの傾向を、「自閉」は自閉スペクトラム症の傾

向、「素行」は素行症、そして「反抗」は反抗挑発症

を基に考えた項目ではあるが、これらはその傾向を

確認する項目であり、診断する尺度ではないことを

前提としている（緒方・小川内，2013b）。今回の結

果では、この４項目それぞれに１％水準で有意な中

程度の正の相関が示されている。同様に重回帰分析

においても、４項目すべてが登校意欲低下に影響を

及ぼしていることが明らかにされた。 

 自閉傾向の児童生徒が学校生活で苦戦することは、

これまでにも様々な分野で指摘されてきたが、「注意

多動」「素行」「反抗」傾向の児童生徒も苦戦してい

ることが窺える結果である。「注意多動」つまり

ADHD傾向の児童生徒は、授業に集中できないなど

のストレスが登校意欲低下に影響を及ぼしていると

考えられる。また、「素行」つまり素行が悪い傾向は、

友達とのトラブルや、それによって教師に注意され

ることなどがストレスとなり、登校意欲低下に繋が

っていることが考えられる。そして「反抗」につい

ては、学校における教師等との信頼関係の低下や不

信感が授業等での関わりの中でストレスになり、反

抗的な態度に及ぶことが考えられ、そのストレスは

登校意欲低下にも繋がるのであろう。また、DSM-5

（2014）においては、ADHDと素行症、素行症と反

抗挑発症の関係が示されており、これらが併発して

登校意欲低下を引き起こすことも考えられる。 

 

 (4) 「学習」と登校意欲低下 

 「学習」は限局性学習症や知的発達症を基にした

内容項目でありDSM-5（2014）、「計算」（計算の苦

手さ）、「書き」（書くことの苦手さ）、「読み」（読む

ことの苦手さ）、そして「全般」（授業全般での苦戦）

としている（緒方・小川内，2013b）。本項目におい

ても、それぞれに１％水準での有意な相関が確認さ

れたが、「計算」「書き」「読み」では弱い相関関係、

「全般」では中程度の相関関係が示されている。重

回帰分析では、「読み」以外の３項目において、登校

意欲低下に影響を持つことが示された。 

 学校生活においては学習活動（授業）が中心であ

り、自分の苦手とする「計算」「書き」「読み」を必

要とする授業科目には特別なストレスがかかること

と思われる。特に知的発達症を抱え授業全般が解り

にくい状況であれば、そうした児童生徒は１日中苦

痛に耐えなければならず、それが登校意欲低下に大

きく影響していることは当然の結果と考えられる。 

 

２．まとめと今後の課題 

 本稿では、不登校の要因について、「こころの問診

票」の質問項目「学校に行く気になれない」を「登
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校意欲低下」、つまり不登校を引き起こす心理状態と

捉え、各項目との相関の分析および重回帰分析によ

って検討を行った。 

 その結果、登校意欲低下には「心の健康」「性格傾

向」「行動特性」「学習」などが影響していることが

認められたが、学校に登校していても「登校意欲低

下」の高い児童生徒は多く、単純に不登校予備軍と

考えてよいかどうかは今後の課題である。実際に不

登校となる場合、あるいは不登校が長期化する状況

を分析する必要がある。学校現場に一人一台のタブ

レット端末が行き渡るようになり、不登校の児童生

徒に対し家庭で「こころの問診票」を実施できるよ

うになれば、こうした分析も可能になることと期待

できる。また、心の問診票を今後さらに精査する上

で、スクールカウンセラーなどによる支援の介入前

後でどのように変化がみられるかなど問診票の妥当

性の検討も必要であろう。 

 今後は、本テーマでの研究を継続しながら、「抑う

つ」の及ぼす影響や「いじめ」、「虐待」、「学級崩壊」

等の問題にアプローチできれば幸いである。 
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